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海

道

関

選

社

頴

末

両

ノ岳、

局

新

良日

は

し

が

き

関
進
社
の
設
立

関
進
社
の
組
織
と
計
画

事

業

の

進

展

事

業

の

瑳

鉄

事

業

の

成

績

結

び

一喝 I ー司

Iま

し

泊三

き

出
弓
ら
ワ
尚
一

明
治
十
一
年
六
月
旧
名
古
屋
藩
主
徳
川
慶
勝
に
対
し
て
北
海
道
胆
振
田
山
越
郡
山
越
内
村
字
遊
楽
部
(
現
夜
八
雲
町
)
に
百
五
十
万
坪
の

土
地
が
下
附
さ
れ
、
慶
勝
は
資
本
金
五
万
円
を
投
じ
て
設
立
し
た
第
十
一
国
立
銀
行
の
利
子
の
一
部
を
も
っ
て
こ
こ
に
旧
臣
を
移
し
、

北
海
道
の
拓
殖
史
上
に
一
時
代
を
画
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ

の
開
拓
を
図
っ
た
こ
と
は
、

そ
れ
よ
り
以
前

北
門
開
拓
の
使
命
を
帯
び
た
開
拓
使
は
遠
大
な
理
想
の
下
に
、
開
拓
行
政
の
新
な
中
心
地
と
し
て
設
け
た
札
幌
を
中

経
済
学
研
究



北
海
道
関
進
社
煩
末

高
J企h

届

心
と
し
て
手
厚
い
保
設
を
与
え
て
農
民
を
招
き
、
そ
の
開
拓
を
間
一
っ
た
が
、
そ
の
効
果
が
挙
ら
な
い
と
見
る
と
、
産
接
保
護
を
止
め
て
専

ら
既
住
者
の
育
成
に
勉
め
る
消
極
策
に
移
り
、
明
治
七
年
屯
国
兵
制
度
を
設
け
て
そ
の
援
活
を
図
っ
た
が
、
充
分
な
成
績
を
見
る
に
至
ら

ず
、
民
間
の
自
発
的
拓
殖
事
業
も
殆
ん
ど
見
る
に
足
る
べ
き
も
の
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
開
拓
使
は
拓
殖
の
基
礎
を
な
す
用
地
の
処
分
に
関
し
て
は
、
封
建
時
代
そ
の
ま
ま
の
政
策
を
踏
襲
し
、
素
地
を
売
却
す
る
方
針
を

ハ3
〉

ま
た
兼
併
を
お
そ
'
れ
て
一
人
当
り
の
処
分
面
積
も
著
し
く
制
限
し
た
の
で
あ
る
。

と杓ノ、と
こ
ろ
が
、
こ
の
時
を
境
と
し
て
、
民
間
企
業
を
以
て
拓
殖
を
企
て
る
者
に
対
し
て
は
、
明
治
五
年
の

等
の
処
分
に
よ
る
外
、
大
地
請
の
土
地
を
割
渡
し
て
開
墾
さ
せ
、
成
功
の
暁
に
は
こ
れ
を
無
償
付
与
す
る
方
針
を
と
り
、
間
接
に
こ
れ
を

「
土
地
売
貸
規
則
」
「
地
所
規
則
」

奨
励
す
る
策
に
出
た
の
で
あ
る
。
果
し
て
、
こ
の
事
業
を
先
頭
に
、
明
治
十
二
年
に
は
開
進
社
が
設
立
せ
ら
れ
て
、
全
道
に
一
日
一
っ
て
十
万
町

歩
の
土
地
の
下
付
を
約
束
し
て
大
規
模
な
開
拓
事
業
に
着
手
し
、

十
一
二
年
に
は
赤
心
社
が
日
高
国
浦
河
郡
に
、

旧
山
口
藩
主
毛
利
元
徳
が

- 2ー

後
余
市
郡
大
江
村
に
、

十
四
年
に
は
旧
佐
賀
藩
主
鍋
島
直
大
が
石
狩
国
当
別
村
高
岡
に
、

旧
福
間
藩
有
志
に
よ
っ
て
企
て
ら
れ
た
福
岡
開

墾
が
同
じ
く
当
一
別
に
、

十
六
年
に
は
旧
金
沢
藩
士
の
組
織
す
る
起
業
社
が
後
志
国
岩
内
郡
前
田
村
に
、
伊
豆
の
衰
渓
依
田
勉
三
等
の
組
織

す
る
晩
成
社
が
十
勝
国
帯
広
村
に
、
何
れ
も
大
地
積
の
土
地
の
払
下
げ
を
受
け
て
開
墾
に
着
手
し
、
北
海
道
の
拓
殖
に
活
気
を
与
え
た
だ

そ
の
成
功
の
口
火
を
切
っ
た
の
で
あ
る
。

け
で
は
な
く
、
後
、
北
海
道
庁
の
拓
殖
政
策
の
基
を
開
、
雪
、

中
で
も
開
進
社
は
、
新
し
い
株
式
会
社
の
組
織
を
と
り
、
新
し
い
開
墾
方
式
と
技
術
を
と
り
入
れ
、
全
道
五
箇
所
に
一
旦
っ
て
約
四
百
町

歩
を
開
墾
し
、

二
百
余
戸
一
千
余
人
の
移
民
を
移
し
て
、
当
時
と
し
て
は
代
表
的
な
大
事
業
と
し
て
世
の
注
目
を
集
め
た
の
で
あ
る
。
残

念
な
こ
と
に
は
資
金
の
調
達
が
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
の
と
、
会
社
内
部
の
内
紛
、
社
長
の
急
逝
等
に
よ
っ
て
、
僅
か
二
・
三
年
の
活
動

で
事
実
上
事
業
は
停
滞
し
、
や
が
て
解
散
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
其
の
後
、

こ
の
事
業
に
つ
い
て
詳
細
に
し
た
も
の
が
な
い
。

私
は
幸
に
し
て
更
科
源
蹴
君
の
好
意
に
よ
り
、
開
進
社
々
長
岩
橋
轍
輔
の
遺
稿
「
開
進
社
顛
末
」

「
北
海
道
開
進
会
社
創
立
起
源
叙
ヲ



ス
」
「
北
海
道
関
進
会
社
設
立
申
合
条
件
草
案
」
「
北
海
道
開
進
会
社
事
歴
大
概
」
「
北
海
道
関
進
会
社
総
人
名
精
査
録
」
「
北
海
道
開
進
会

社
自
(
辞
)
任
顛
末
」
等
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
設
立
か
ら
解
散
に
至
る
事
情
を
ほ
ぼ
詳
細
に
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
関
係
諸

文
献
を
参
考
と
し

そ
の
事
業
の
大
概
を
記
し
て
見
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

(3) (2) (1) 

ζ

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
林
一
一
出
口
茂
、
徳
川
削
減
場
発
達
史
(
北
海
道
大
学
経
済
学
研
究
、
五
、
六
号
)
に
詳
し
い
。

拙
者
、
北
海
道
妬
殖
史
、
一
一

0
2
一
一
一
頁
。

拙
稿
、
北
海
道
土
地
制
度
史
(
北
海
道
農
地
改
革
史
所
収
)

開
準
リ
砲
の
設
立

開
進
会
社
は
明
治
十
二
年
八
月
創
立
許
可
を
受
け
、
翌
年
一
月
か
ら
本
格
的
活
動
に
入
っ
た
。

そ
の
創
立
に
至
る
ま
で
の
経
過
は
次
の

- 3 ー

如
く
で
あ
る
。

明
治
九
年
八
月
五
日
、
大
政
宮
布
告
第
百
八
号
を
も
っ
て

「
金
録
公
債
証
書
発
行
条
例
」
が
公
布
さ
れ
、
従
来
翠
士
族
が
封
建
時
代
か

ら
受
け
て
い
た
秩
禄
を
、
そ
の
禄
高
・
種
類
に
応
じ
、
ニ
疋
の
割
合
・
額
面
を
も
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
決
っ
た
種
類
の
公
債
を
交
付
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
廃
止
す
る
こ
と
に
決
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
華
士
族
各
自
の
収
入
は
何
れ
も
減
少
し
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
経
済
観
念
に

う
と
い
彼
等
は

こ
の
公
債
を
売
却
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
濫
費
し
、
祖
先
以
来
の
財
産
を
失
っ
て
困
窮
に
陥
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
識
者
は

即
日
別
に
第
百
九
号
布
告
を
も
っ
て
、
追
っ
て
指
令
に
及
ぶ
ま
で
、

こ
の
た
め
、

均
し
く
そ
の
前
途
を
憂
い
た
の
で
あ
っ
た
。
政
府
は
、

証
書
の
点
呂
田
入
・
質
入
並
び
に
売
買
約
定
を
禁
止
し
、
更
に
八
日
布
達
を
も
っ
て
こ
れ
を
戒
め
る
一
方
、

十
日
に
は
内
務
省
に
授
産
局
を
設

け
、
士
族
の
授
産
・
援
助
・
指
導
に
積
極
的
に
乗
出
し
た
。

ま
た
同
月
一
日
に
は
「
国
立
銀
行
条
例
」
に
大
改
正
を
加
え
、

こ
れ
ら
の
公

債
証
書
を
基
と
し
て
紙
幣
を
発
行
し
得
る
銀
行
の
設
立
を
許
可
し
、

公
債
の
有
利
化
を
図
る
こ
と
に
し
て
あ
っ
た
。

経
済
学
研
究



北
海
道
関
進
社
顛
末

高
倉

右
大
臣
岩
倉
具
視
は
、
家
禄
制
度
を
変
革
す
る
必
要
を
早
く
か
ら
認
め
て
い
た
と
は
い
え
、

こ
れ
を
断
行
し
た
後
は
華
士
族
特
に
自
ら

の
率
い
る
華
族
の
生
活
を
心
配
し

そ
の
緩
和
策
を
考
え
て
い
た
が

「
国
立
銀
行
条
例
」
の
改
正
を
見
る
や
、

こ
の
法
に
則
っ
て
一
銀

行
を
設
立
し
、

以
て
華
族
に
恒
産
を
与
え
、
高
い
収
入
を
維
持
さ
せ
よ
う
と
し
、
柳
原
前
光
等
に
命
じ
て
そ
の
調
査
に
若
手
し
た
。
こ
の

時
、
当
一
時
大
蹴
大
丞
の
地
位
に
あ
っ
た
和
歌
山
出
身
の
岩
橋
轍
輔
な
る
者
が
こ
の
制
度
を
詳
し
く
調
査
し
て
い
る
こ
と
を
大
久
保
利
通
か

ら
聞
き
、

十
月
下
匂
轍
輔
を
呼
ん
で
札
し
た
後
、
邸
内
に
創
立
事
務
所
を
設
け
、
翌
十
年
五
月
二
十
日
資
本
金
一
千
七
百
八
十
二
万
円
余

を
以
て
第
十
五
銀
行
を
設
立
し
た
。
轍
輔
は
副
支
配
人
と
し
て
そ
の
発
足
に
尽
力
し
た
。

王
室
ヲ
奉
翼
v
v
、
下
、
民
ノ
表
タ
ル
」
華
族
の
家
禄
を
家
産
化
し
、
そ
れ
を
不
動
産
と
し
て
確
固
た
る
地
位
を

ハヨ〉

確
保
せ
し
め
ん
と
す
る
に
あ
っ
た
。
第
十
五
銀
行
は
、
そ
の
設
立
に
当
っ
て
、
た
ま
た
ま
西
南
戦
争
の
勃
発
に
際
会
し
た
の
で
、
政
府
は
、

岩
倉
の
理
想
は
「
上
、

未
だ
発
行
さ
れ
な
い
公
債
を
既
に
発
行
済
の
も
の
と
見
倣
し
て
紙
幣
を
発
行
せ
し
め
、

そ
の
資
本
金
に
対
し
て
決
め
ら
れ
た
千
六
百
六
十

- 4ー

六
万
余
円
の
発
行
額
中
千
五
百
万
円
を
、
営
業
期
間
二
十
笛
年
の
間

一
箇
年
五
分
利
を
以
て
借
受
け
て
軍
費
其
の
他
に
ら
て
、
そ
の
か

そ
の
基
礎
頗
る
強
固
な
も
の
で
あ
づ
た
。
と
こ

わ
り
多
く
の
特
典
を
与
え
、
後
こ
れ
等
の
資
本
金
を
確
実
な
鉄
道
事
業
に
投
入
せ
し
め
、

ろ
が
岩
倉
は
こ
れ
を
以
て
満
足
せ
ず
、

そ
の
資
本
を
、

当
時
と
し
て
は
最
も
確
実
な
土
地
に
投
資
を
し
て
置
こ
う
と
考
え
て
い
た
ら
し

ぃ
。
そ
し
て
そ
れ
を
北
海
道
の
土
地
に
求
め
い
た
と
忠
わ
れ
る
。
第
十
五
銀
行
の
設
立
発
起
人
代
表
で
あ
っ
た
徳
川
慶
勝
が
第
十
一
銀
行

を
設
立
し
、

そ
の
利
子
で
八
雲
の
開
墾
を
企
て
た
の
も
、

こ
の
考
え
と
一
一
脈
通
じ
た
も
の
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

轍
輔
の
理
想
は
、
華
士
族
の
別
な
く
金
禄
公
債
を
出
資
に
あ
て
て
一
国
立
銀
行
を
設
立
す
る
に
あ
り
、

こ
の
点
、
華
族
の
み
を
考
え
る

岩
倉
と
は
違
っ
て
い
た
の
で
、
第
十
五
銀
行
の
発
足
を
見
る
や
、
間
も
な
く
副
支
配
人
を
辞
し
、

士
族
銀
行
の
設
立
を
企
て
、
明
治
十
一

年
八
月
一
日
第
四
十
四
銀
行
を
東
京
新
泉
町
に
開
き
、
白
ら
頭
取
と
な
っ
た
。

そ
し
て
翌
年
四
月
、
支
活
設
立
の
た
め
北
海
道
に
向
つ

た
。
そ
の
時
岩
倉
は
轍
輔
に
向
っ
て
左
の
意
味
の
こ
と
を
一
一
出
回
っ
た
と
い
う
。

「
余
ハ
北
海
道
ヲ
ぢ
プ
大
ニ
殖
民
開
発
ノ
事
業
ヲ
糞
函
ス
ル



事
年
ア
リ
。
維
新
以
来
此
言
ヲ
発
V
テ
巳
マ
ス
。
既
ニ
義
弟
ハ
札
幌
ニ
在
テ
牧
牛
ユ
従
事
ス
。

且
設
ニ
余
カ
家
ニ
雇
使
ス
ル
所
ノ
宮
崎

簡
亮
ヲ

V
テ
去
年
北
海
道
ニ
追
リ
、
今
札
幌
ニ
在
リ
。
問
亮
ハ
余
カ
信
ス
ル
所
ニ

V
テ
、
大
ニ
北
海
道
開
墾
ニ
篤
志
ノ
者
ナ
リ
。
足
下
札

幌
ニ
至
レ
ハ
必
ス
筒
亮
ト
面
識
セ
ヨ
。
余
カ
北
海
道
開
墾
ノ
方
策
ハ
既
ニ
間
一
売
ニ
指
授
セ
リ
。
足
下
北
航
ノ
事
ハ
必
ズ
筒
亮
ニ
書
ヲ
以
通

ス
へ

vvo

足
下
宜
vv
ク
カ
ヲ
北
海
道
開
墾
ニ
用
ユ
へ

ν。
是
国
家
ノ
公
益
方
今
ノ
急
務
ナ
リ
」
と
。

轍
輔
は
北
海
道
に
渡
り
、
予
定
通
り
函
館
・
小
樽
・
札
幌
に
第
四
十
四
銀
行
支
自
を
設
立
し
た
が
、
岩
倉
の
指
令
通
hu
札
幌
に
於
て
高

知
県
人
宮
崎
簡
亮
と
会
い
、
意
見
の
一
致
を
見
た
の
で
、
帰
途
凶
館
に
於
て
開
拓
使
大
書
記
官
時
任
為
基
に
面
会
し
、
開
進
社
設
立
趣
意

を
の
べ
、
願
書
に
規
則
草
稿
を
添
え
て
提
出
し
た
。
六
月
、
社
則
申
合
条
件
一
万
枚
を
印
刷
し
て
各
地
に
配
布
し
、
賛
成
者
を
募
っ
た
。

ま
た
金
沢
に
於
て
林
顕
一
二
、
長
尾
助
信
等
の
協
力
者
を
得
た
。

入
月
二
十
一
日
に
至
っ
て
会
社
創
立
の
許
可
が
あ
り
、
本
局
を
函
館
大
町
に
設
け
、
分
局
を
東
京
深
川
材
木
町
に
、

出
張
所
を
大
阪
東

- 5ー

区
平
野
町
に
設
け
、
直
ち
に
活
動
に
入
っ
た
。

4
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深
谷
博
治
箸
、
薬
士
族
秩
線
処
分
の
研
究
、
二
五
八
頁
以
下
。

岩
橋
轍
職
、
北
海
道
関
進
会
社
創
立
起
源
ヲ
絞
ス
。

大
蔵
省
、
明
治
財
政
史
、
第
十
四
編
、
第
五
章
、
明
治
三
六
年
版
、
二
七
五
頁
以
下
。

岩
橋
轍
輔
、
北
海
道
関
進
会
社
創
立
起
源
ヲ
叙
ス
。

林
顕
三
は
明
治
六
年
北
海
道
樺
太
を
旅
行
し
、
M

北
海
妃
行
d

の
著
ゐ
り
、
北
海
道
開
拓
に
志
ぞ
持
っ
て
い
た
。

開
準
社
の
組
織
と
計
画

「
開
進
社
設
立
申
合
条
件
草
案
」
に
よ
る
と
、
開
進
社
の
組
織
及
び
計
画
は
次
の
様
な
も
の
で
あ
っ
た
。

先
づ
営
業
期
間
を
十
五
年
と
予
定
し
、
資
本
金
二
百
寓
円
安
二
日
円
株
二
万
株
と
し
て
募
集
す
る
。

そ
の
資
本
金
は
そ
の
ま
ま
轍
輔
の
関

経
済
学
研
究
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係
し
て
い
る
東
京
第
四
十
四
銀
行
及
び
大
阪
第
十
三
一
銀
行
に
年
利
一
割
を
以
て
満
十
五
箇
年
間
定
期
予
金
と
し
、

そ
の
利
子
の
半
分
は
株

主
に
配
当
し
、
半
分
を
事
業
費
に
あ
て
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
十
五
年
聞
に
約
十
万
町
歩
の
土
地
を
開
墾
す
る
予
定
を
立
て
た
。
す
る
と
、

成
功
す
れ
ば
、
営
業
期
間
の
終
に
は
株
主
に
対
し
、
一
元
金
と
共
に
一
一
株
に
付
五
町
歩
の
土
地
を
配
当
す
る
こ
と
が
で
き
る
筈
で
あ
っ
た
。

え
て
入
地
に
至
る
ま
で
宿
泊
せ
し
め
、

株
主
に
は
自
ら
開
墾
地
に
移
住
し
て
耕
作
に
従
事
す
る
所
謂
白
耕
者
を
歓
迎
し
た
。
自
耕
者
が
函
館
に
着
く
と
、
本
局
で
は
こ
れ
を
迎

入
地
す
る
土
地
を
相
談
し
て
決
め
、
家
屋
や
農
具
、
生
活
費
等
を
貸
与
す
る
。
土
地
の
割
当
は
株

券
に
か
か
わ
ら
ず
、
移
住
者
の
労
力
に
応
じ
て
、
初
年
度
一
町
歩
よ
り
漸
次
成
功
す
る
に
従
っ
て
割
渡
し
、
開
墾
し
た
土
地
は
営
業
期
間

中
そ
の
者
に
耕
作
さ
せ
る
。

そ
し
て
営
業
期
間
の
終
に
当
っ
て
始
め
て
株
券
に
応
じ
て
土
地
を
配
分
す
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
自

ら
移
住
せ
ず
ま
た
開
墾
に
従
事
し
な
い
株
主
も
あ
る
わ
け
で
、
規
則
で
は
こ
れ
を
不
自
耕
者
と
唱
え
て
い
る
が
、

そ
れ
は
株
券
に
対
す
る

つ
る
ま
で
の
問
、
自
ら
耕
し
た
土
地
の
収
益
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
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利
子
と
、
営
業
期
間
の
終
に
於
て
元
金
及
び
株
数
に
応
じ
た
既
耕
地
の
配
分
を
受
け
る
の
み
で
あ
る
。
自
耕
者
は
そ
の
上
営
業
期
間
が
充

株
券
の
売
買
は
自
由
で
あ
る
が
、
自
耕
者
に
と
っ
て
は
経
営
資
本
が
減
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
会
社
は
こ
れ
に
対
し
て
金
融
の
途
を
講

じ
、
な
る
べ
く
売
ら
な
い
様
に
し
、
不
自
耕
者
の
株
は
自
耕
者
に
対
し
て
の
み
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
若
し
希
望
者
が
な

い
時
は
一
時
会
社
が
買
っ
て
置
く
こ
と
に
し
た
。

其
の
他
会
社
の
運
営
は
す
べ
て
「
国
立
銀
行
条
例
」
に
則
っ
て
行
な
う
こ
と
に
し
た
。

組
織
は
一
応
合
理
的
に
組
立
て
ら
れ
て
は
い
る
が
、
如
何
に
も
金
融
事
業
家
が
考
え
た
も
の
ら
し
く
、
開
墾
事
業
の
方
面
に
は
多
く
の

疑
問
が
あ
っ
た
。
轍
輔
は
会
社
設
立
が
認
可
さ
れ
た
十
二
年
八
月
、

「
申
合
条
件
」
に
対
し
て
疑
問
と
な
る
点
数
箇
条
を
挙
げ
て
説
明
を

試
み
て
い
る
が
、

そ
の
中
で
大
き
な
も
の
は
、

土
地
配
分
法
、
開
墾
及
び
耕
作
労
力
の
問
題
で
あ
っ
た
。

土
地
配
分
法
に
つ
い
て
は

一
株
五
町
歩
の
目
安
で
、
実
際
は
土
地
を
評
価
し
、

上
地
を
得
た
も
の
は
そ
れ
よ
り
面
積
を
減
ら
し
、
下



地
を
得
た
も
の
は
そ
れ
よ
り
面
積
を
増
す
こ
と
に
な
る
と
説
明
し
、
自
耕
者
に
は
今
迄
使
っ
て
い
た
土
地
を
中
心
に
配
分
し
、
不
自
耕
者

、、

に
は
そ
の
余
に
つ
い
て
抽
せ
ん
で
配
分
す
る
こ
と
に
し
、
飛
地
や
不
整
形
の
土
地
が
で
き
た
場
合
は
希
望
に
よ
っ
て
交
換
分
合
宏
行
な
う

が
、
恐
ら
く
は
小
作
地
と
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
想
し
、
営
業
期
間
終
了
後
も
、
会
社
は
必
要
が
あ
れ
ば
土
地
管
理
会
社
と
し
て
継
続

す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
に
お
わ
し
て
い
る
。

然
し
、
当
時
、

一
戸
五
町
歩
の
開
墾
営
肢
は
一
応
考
え
ら
れ
て
は
い
た
も
の
の
、
果
し
て
農
家
の
家
族
労
力
の
み
で
行
な
い
得
る
か
ど

う
か
は
疑
問
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
自
耕
者
の
労
力
だ
け
で
は
不
自
刺
者
の
分
ま
で
開
墾
営
決
し
得
る
見
込
は
す
く
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
轍

輔
は
「
申
合
条
件
」
を
追
加
し
、
不
自
耕
者
の
た
め
に
は
代
耕
者
を
雇
入
れ
る
こ
と
に
し
、
「
代
耕
者
雇
入
規
則
草
稿
」
を
作
っ
た
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
代
刺
者
を
二
種
に
分
つ
。
第
一
類
は
開
墾
小
作
の
様
な
も
の
で
、
会
社
営
業
満
期
ま
で
入
地
し
、

配
分
さ
れ
た
土
地

を
開
懇
一
耕
作
す
る
者
で
あ
る
。
故
に
白
耕
者
と
同
様
に
家
屋
・
践
具
等
が
貸
与
さ
れ
、
開
墾
地
か
ら
の
収
益
を
獲
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
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満
期
後
土
地
の
配
分
を
受
け
る
権
利
は
な
い
。
た
だ
相
当
の
慰
労
金
が
与
え
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
但
し
五
箇
年
以
内
に
退
去
し
た
者
は

そ
の
期
間
の
収
波
だ
け
で
、

慰
労
金
は
与
え
ら
れ
な
い
。

第
二
類
代
新
者
は
、
第
一
類
代
刺
者
が
得
ら
れ
な
い
場
合
臨
時
に
一
雇
入
れ
る
も
の
で
、
第
一
類
代
耕
籾
者
が
旅
費
自
弁
で
あ
る
の
に
対

し
、
旅
費
実
費
を
支
給
し
、
一
二
十
日
間
一
日
十
銭
の
労
賃
の
試
用
期
間
を
へ
て
十
二
銭
か
ら
三
十
二
銭
ま
で
漸
次
増
給
し
て
行
く
。
寝
食

は
農
場
事
務
所
に
当
る
会
所
で
賄
い
、
幹
部
の
指
揮
に
従
っ
て
働
く
の
で
あ
る
。
本
当
の
臨
時
一
履
の
性
格
を
帯
び
て
い
た
。

ハ1JV

十
一
二
年
一
月
に
は
更
に
、
勤
勉
で
投
薬
に
耐
え
得
る
者

然
し
こ
れ
で
は
安
定
し
た
労
働
者
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
を
考
え
た
の
だ
ろ
う
、

で
あ
る
が
貧
乏
で
株
主
と
な
れ
な
い
者
を
生
徒
と
し
て
採
用
し
、
保
証
人
を
立
て
、
誓
約
を
し
、

か
つ
旅
費
自
弁
で
渡
航
し
、
無
給
で
一

箇
年
働
く
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
制
限
利
子
(
年
七
分
)
で
百
円
を
貸
与
し
、
株
主
と
な
り
、
自
作
践
と
な
る
道
を
開
い
た
。

ま
た
開
墾
経
営
方
針
と
し
て
は

八
月
「
判
制
作
着
手
順
序
」
を
定
め
た
。

経
済
学
研
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そ
れ
に
よ
る
と
、
耕
地
は
二
戸
当
り
五
町
歩
と
し
、

な
る
べ
く
一
団
地
と
し
て
分
割
し
、

そ
の
中
に
家
屋
を
建
て
る
。
開
墾
地
は
後
に

そ
の
開
墾
地
毎
に
会
所
を
作
り
、
耕
作
を
指
導
・
指
揮
・
監
督
し
、
耕
作
者
の
厚
生
を

図
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
方
式
は
、
後
に
北
海
道
庁
が
採
用
し
た
と
同
様
の
方
式
で
、

も
見
る
通
り
全
道
各
地
に
点
々
と
選
ば
れ
た
が
、

一
戸
に
五
町
歩
を
一
団
地
と
し
て
与
え
る
方
針
を

実
行
し
た
の
は
こ
れ
が
最
初
で
ら
つ
た
。

ハ
ヲ
戸
〉る。

当
時
は
屯
田
兵
も
、

入
雲
開
墾
も
、

仁
木
村
も
、

一
戸
一
万
坪
を
標
準
に
し
て
い
た
の
で
あ

五
町
歩
を
単
位
に
選
ん
だ
の
は
、
畜
力
農
具
の
使
用
を
予
定
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
但
し
、
当
時
と
し
て
は
、

各
一
戸
に
役
畜
を
持
た
せ

畜
力
農
具
を
持
た
す
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
の
で
、
会
所
単
位
に
こ
れ
を
備
え
て
、
機
械
組
を
置
い
え
運
営
し
、

農
家
を
助
け
た
。
機
械
組

は
研
究
生
ま
た
は
代
耕
者
を
以
て
組
織
し

一
組
は
役
畜
二
期
と
三
人
よ
り
な
り
、

そ
の
中
の
一
人
を
小
頭
と
し
、

こ
の
ム
叩
A
t
H

に
よ
っ
て

役
畜
の
飼
育
・
手
入
並
び
に
そ
の
使
役
等
に
当
る
の
で
あ
る
。
機
械
組
は
当
然
会
所
に
属
し
、

十
町
歩
に
付
一
紹
位
の
割
で
配
置
し
、

十
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組
に
二
人
位
の
割
で
鍛
冶
屋
を
置
い
て
農
具
の
修
理
や
小
使
具
の
製
造
に
当
ら
せ
た
ー
な
お
機
械
技
術
の
指
導
者
と
し
て
、
当
時
開
拓
使

の
試
験
場
に
附
属
せ
し
め
ら
れ
た
農
業
伝
習
科
の
卒
業
生
を
招
く
予
定
で
あ
っ
た
。
機
械
は
当
分
会
社
有
と
し
、
耕
作
費
は
受
益
者
と
会

社
が
半
分
ず
つ
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

会
所
に
は
会
所
役
一
名
、
帳
場
役
二
名
、
使
丁
三
名
を
目
途
と
し
て
役
員
を
置
き
、
二
十
町
歩
を
直
営
し
て
そ
の
費
用
に
あ
て
た
。

耕
作
者
は
会
社
の
指
定
し
た
作
物
を
指
定
し
た
品
種
で
耕
作
せ
ね
ば
な
ら
ず
、

野
菜
類
や
豆
類
は
何
れ
も
配
当
地
の
一
割
を
越
え
る
こ

と
は
許
さ
れ
ず
、
間
作
も
許
可
を
必
要
と
し
た
。
会
社
の
指
定
し
た
作
物
は
麻
・
小
麦
岨
甜
菜
で
あ
り
、
甜
菜
は
工
場
近
傍
に
限
ら
れ
て

い
た
。
共
に
開
拓
使
の
奨
励
作
物
で
あ
っ
た
。

耕
作
者
は
こ
れ
ら
の
も
の
を
、
種
子
は
自
弁
、
肥
料
農
具
は
貸
与
を
受
け
て
耕
作
し
、
収
穫
は
全
部
会
所
の
倉
庫
に
納
入
し
て
、
会
社

が
こ
れ
を
買
い
、
家
屋
の
賃
貸
料
、
農
具
代
の
年
賦
金
、
肥
料
代
、
機
械
組
費
用
の
負
担
分
、
貸
金
利
子
等
を
差
引
い
て
代
金
を
支
払
う



仕
組
で
あ
っ
た
。

要
す
る
に
、
会
社
の
大
規
模
経
営
で
、
農
家
は
そ
こ
に
働
く
労
働
者
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
頗
る
。
ブ
ラ
シ
テ

l
v
l
y

に
似
て
い
た
。

(3) (2) (1) 

「
北
海
道
関
進
会
社
申
合
条
件
中
期
減
節
目
内
則
」
。

拙
者
、
北
海
道
拓
殖
史
、
一
四
四
頁
。

「
関
進
社
耕
作
若
手
順
序
草
稿
、

事

業

の

進

展

八
月
二
十
一
日
会
社
設
立
の
認
可
を
受
け
る
と
、
二
十
五
日
、
遊
楽
部
の
徳
川
開
墾
等
の
例
に
倣
い
、
左
の
様
な
十
万
町
歩
の
土
地
の
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無
償
下
問
を
出
願
し
た
。

今
般
開
進
会
社
設
立
之
儀
御
許
可
被
仰
付
候
ニ
就
テ
ハ
、
株
主
募
集
等
専
尽
力
罷
在
候
。
然
ル
処
、
耕
地
代
価
上
納
可
仕
筈
ニ
ハ
御
座

候
得
北
ハ
、
何
分
新
開
ノ
諸
費
不
容
易
候
。
付
テ
ハ
右
代
価
上
納
之
計
算
難
相
整
、
甚
当
惑
仕
候
ニ
付
、
近
来
之
御
特
例
に
被
為
照
、
耕
地
十

万
町
歩
無
代
御
下
附
被
仰
付
被
成
下
候
様
只
管
奉
歎
願
候
。
然
ル
上
ハ
加
入
ノ
株
主
共
一
層
ノ
カ
ヲ
得
、
応
募
集
易
相
成
、
万
般
ノ
引
立

ニ
モ
相
成
侯
問
、
危
何
卒
非
常
ノ
御
特
典
ヲ
以
テ
、
耕
地
拾
万
町
歩
無
代
価
御
下
附
ノ
儀
、
宜
ク
御
取
扱
被
成
下
候
機
伏
テ
奉
懇
願
候
也
。

明
治
十
二
年
八
月
二
十
五
日

::lt 
i毎
道
関
進
会
社
発
起
人
総
輔代

岩

橋

松虫

開
拓
大
書
記
官
時
任
為
基
殿

経
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最
初
土
地
は
「
北
海
道
土
地
売
貸
規
則
」
に
よ
り
上
等
地
の
売
下
げ
を
受
け
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
当
時
開
拓
使
は
確
実
な
事
業
に
対

し
て
、
開
墾
成
功
を
条
件
と
し
て
無
償
付
与
を
行
な
う
例
を
聞
い
た
の
で
、
そ
れ
を
出
願
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
は
容
易
に
許
可
が
下
り
な
か
っ
た
が
、
轍
輔
が
百
方

運
動
し
た
結
果
、
翌
十
三
年
一
月
十
九
日
左
の
如
き
指
令
を
得
た
。

第
百
八
十
一
号

願
之
趣
左
ノ
通
可
相
心
得
事
。

て
地
所
之
儀
ハ
仮
ニ
可
割
渡
候
。
地
名
反
別
等
詳
細
取
調
、
図
面
相

添
可
申
出
事
。

一
、
移
住
及
開
墾
着
手
ノ
節
ハ
其
都
度
可
届
出
事
。

一
、
割
渡
ジ
タ
ル
地
所
墾
成
之
段
別
及
該
地
へ
播
種
栽
植
セ
ル
穀
菜
樹

木
等
ノ
口
問
、
各
収
穫
ノ
数
量
其
他
、
該
地
ニ
関
ス
ル
事
件
ハ
毎
年
其

景
況
詳
悉
可
届
出
事
。
但
墾
成
ノ
地
所
ハ
実
地
検
査
ノ
上
地
券
附
与

ス
ペ
キ
事
。

明
治
十
一
二
年
一
月
十
九
日

然
し
こ
の
許
可
の
出
る
以
前
、
宮
崎
筒
一
売
は
開
拓
使
御
用
掛
を
辞
し
て

社
務
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
り
、
会
社
は
十
月
先
ず
機
械
開
墾
の
準
備

と
し
て
、
亀
田
郡
下
湯
川
村
字
寺
野
に
七
十
六
町
歩
余
の
土
地
の
仮
貸

人
及
び
家
畜
の
訓
練
努
々
開
墾
に
着
手
し
た
。

与
を
受
け
、

並

埠

草

刈
帆
婦
げ
S
6
9
が

剖
明
証
香
川
円
前
町
削

桜
町
商
科
心

掛
相
泊
所
け
な
或
書
記

場
ザ
イ
圭

i

}
i
l
d

刻
、
八
M

仔
犬
水

省
阿

a，e時
4
0
7
4

曲

会

事

の
回
@

-10ー
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先
ず
家
屋
六
棟
を
建
築
し

耕
牛
二
十
二
期
、

耕
馬
四
一
期
、

新
墾
惣
十
五
組

ハ
ロ
ヲ
四
挺
を
備
え

新
し
い

社
員
及
び
教
授
九
名
が
七
重
勧
業
試
験
場
農
業
現
術
卒
業
生
三
名
の
協
力
を
得
て
指
導
し

践
業
法
の
実
習
を
し
な
が
ら
七
十
町
歩
を
開
墾
し
て
し
ま
っ
た
。

生
徒
四
十
余
名
を
機
械
組
と
し

更
に
同
試
験
場
か
ら
牛
馬
を
借
り

同
時
に
北
海
道
の
自
ぼ
し
い
土
地
を
選
ん
で
順
次
出
願
し
、
明
治
十
四
年
七
月
ま
で
に
三
十
八
箇
所
、

及
ん
だ
。
即
ち
次
の
通
り
で
あ
る
。

明治 12年9月出版

1)渡島医|爾志郡乙部村字千代野
2)胆振関山越郡長万部村

3)渡島濁福島郡知内村
4)渡島国槍山郡京高村
5) 渡島国上磯郡木古内村字爪谷
6) 胆振国千歳郡長沼東北馬追山麓
7)石狩閤空知郡ホロムイ川千歳川
上ハ夕張川，下ハ石狩川ノ関 4199，0400 
8)石狩国千歳郡島松駅ヨリ漁村辺ノ111沿 933，1200 
9)石狩悶雨竜郡雨竜郷石狩川沿 2799，3600 
10)石狩国石狩川志郎先日石狩沿 466，5600 
11)後志間岩内郡ワヤムナイ上ワササコ山麓ニ歪ノレ

1166，4000 
2799，2600 
116.6400 
14929，9200 
1399，6800 

185，9400坪
85，0452 
799，5000 
92，1000 
26，6000 
466，5900 

第1表

経
済
学
研
究

12) J胆振国有珠郡洞爺湖奥
13)天塩国留溺郡留五百奥
14)十l鈴悶十勝郡十l隣川両傍利別ヨリ下
15) ~II路間釧路郡事11路川両傍
明治 13年2月出願
16) 渡島郡亀田郡下湯川村字寺野

明治 13年4月出願
17)渡島'liIl亀田郡下湯川村字寺野

明治 13年6月出願
18)後志間岩内郡岩内村の内 450，0000 
19)石狩国石狩郡盛平川篠路迄の閥 1500，0000 
20)石狩悶石狩郡盤平川千歳川の関 2700，0000 
21)石狩国空知郡千歳川より幌向川の閥(再出)2100，0000
22)石狩悶空知郡幌向川より石狩川上流 2100，0000 
23)石狩思石狩川北沿岸 1500，0000 
24)石狩悶札幌郡戸川添 加，0000
明治13年B月出願
25)渡島国色田郡下湯川村!日野イ昔J:lll(再出)
明治 13年8月出頭
26)渡島国爾志郡乙部村支小川村
明治 13年 5月出願
27) 渡島国爾志郡餓川村黒部村西村
28)渡島国磁志郡小茂内村
29)渡島国亀田郡軍川村
30)渡島国部郡野田追領野田ノ沢
明治 14年6月出願
31)石狩悶石狩郡;iO伴村
32)石狩i翠札幌郡手稲村
33)石狩国江別村
34)石狩国札幌村
日5)石狩国篠路村
36)後志国歌索郡作閲村
37)後志間寿都郡湯川村
38) 渡島国部郡鹿部村

20，0000 

10，0000 

そ
の
面
積
十
四
万
四
千
町
歩
に

23，0768 

137，2221 
15，0000 
90，0000 
120，0000 

600，0000 
600，0000 
600，0000 
246，0000 
255，0000 
50，0000 
80，0000 
50，0000 

37，0000 

-11ー



北
海
道
関
進
社
顛
末

高
倉

重
複
も
あ
る
が
、
当
時
開
墾
可
能
の
原
野
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
然
し
こ
の
中
で
若
手
許
可
を
受
け
た
も
の
は
前
述
の
下
湯
川
村

如

と

べ

ぜ

ん

だ

い

の

の
も
の
の
外
、
明
治
十
三
年
三
月
渡
島
国
爾
志
郡
乙
部
村
千
代
野
六
十
五
万
二
千
二
十
七
坪
、
続
い
て
同
村
支
小
川
村
に
三
十
七
万
坪
合

村
に
九
十
万
坪
、

同
九
月
札
幌
郡
手
稲
村
に
六
百
万
坪
で
、

同
年
同
月
胆
振
国
山
越
郡
長
万
部
村
字
紋
別
に
百
一
万
六
千
四
百
十
一
坪
、
翌
二
十
四
年
六
月
亀
田
郡
寧
川

そ
の
外
に
十
四
年
七
月
後
志
国
岩
内
郡
発
足
村
堀
株
川
北
岸
に
千
五
百
町
歩

計
百
二
万
二
千
二
十
七
坪
、

の
内
諾
を
得
た
だ
け
で
あ
る
。

社
で
は
乙
部
村
に
第
二
会
所
、
長
万
部
村
に
第
一
二
会
所
、
発
足
村
に
第
四
会
所
、
手
稲
村
に
第
五
会
所
を
置
き
、
箪
川
に
は
第
一
会
所

出
張
所
を
設
け
て
開
墾
に
努
め
た
。
各
会
所
に
は
何
れ
も
家
屋
を
建
て
、
会
所
役
・
帳
場
・
刺
夫
・
耕
馬
・
耕
牛
を
配
置
し
て
そ
れ
に
当

ら
せ
た
。

第
二
年
自
の
明
治
十
一
二
年
に
清
手
し
た
第
二
、
第
三
会
所
は
ひ
た
す
ら
に
開
墾
に
力
を
入
れ
、
播
種
は
試
作
に
止
め
、
適
期
を
失
し
た

-12ー

所
に
は
ハ
ロ
ー
を
二
回
程
か
け
て
雑
草
防
止
の
た
め
播
種
し
、
牛
馬
飼
料
の
茎
稗
を
得
る
こ
と
で
満
足
す
る
方
針
で
、
第
二
会
所
に
於
い

て
約
一
一
一
十
四
町
歩
一
第
一
二
会
所
に
於
て
約
三
十
一
ニ
町
歩
を
開
墾
し
た
。

七
月
に
至
っ
て
岩
内
郡
発
足
村
の
着
手
が
許
さ
れ
た
の
で
、
林
顕

三
の
計
画
で
、
九
月
、
農
業
生
徒
及
び
耕
夫
数
名
を
率
い
て
、
器
械
牛
馬
を
伴
な
い
、
露
営
し
な
が
ら
所
々
に
排
水
溝
を
掘
り
、
降
雪
ま

で
に
十
六
町
歩
余
の
耕
地
を
札
出
。
更
に
第
一
会
所
に
於
い
て
隣
接
地
の
貸
付
を
受
け
、
十
六
町
品
少
余
の
耕
地
を
得
た
の
で
、

と
の
年
の

開
墾
は
吉
町
歩
余
に
及
ん
だ
。
播
種
面
積
は
試
作
の
域
を
脱
せ
ず
、

そ
の
数
、
数
十
種
に
及
び
、
収
穫
は
、
開
墾
地
と
し
て
当
然
の
事
な

が
ら
、
播
種
適
期
を
失
し
、
或
は
馬
や
烏
の
害
を
受
け
、
或
は
放
牧
馬
に
荒
さ
れ
、

ま
た
麻
・
麗
粟
の
如
き
は
風
警
を
被
り
、
全
体
と
し

て
は
好
結
果
を
得
な
か
っ
た
が
、
一
定
面
積
を
試
験
地
と
し
て
特
に
管
理
を
綿
密
に
し
た
所
で
は
意
外
の
収
穫
が
あ
り
、
そ
の
収
益
一
反

歩
入
円
四
十
七
銭
九
庫
に
達
し
た
。

第
三
年
度
の
十
四
年
に
は
、
既
墾
地
を
維
持
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
自
耕
者
を
充
分
に
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
第
一
会
所
だ
け
を
試
験



場
と
し
て
直
営
し
、
他
に
は
三
重
・
岡
山
・
広
島
・
和
歌
山
其
の
他
の
各
県
か
ら
農
民
を
募
り
、
借
地
人
と
し
て
入
地
せ
し
め
た
。
即
ち

「
設
立
申
合
条
件
」
に
よ
る
第
一
種
代
耕
者
に
当
る
。

す
る
組
を
設
け
、

そ
れ
に
耕
牛
・
機
械
・
家
屋
等
を
貸
与
し
、
ま
た
後
に
い
う
資
本
の
関
係
も
あ
っ
て
、
開
墾
の
会
社
直
営
も
止
め
て
新
惣
組
と
称

ハ
ov

一
町
歩
十
五
円
を
以
て
請
負
開
墾
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
現
業
生
徒

を
士
族
子
弟
か
ら
募
り
、
新
し
い
段
業
を
修
業
さ
せ
る
制
度
を
設
け
、
第
一
会
所
を
そ
の
実
習
場
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
制
度
の
改
正
に
よ

り
、
十
四
年
五
月
「
設
立
中
合
条
件
」
を
改
正
し
、
「
改
正
申
合
条
件
」
を
定
め
、
「
貸
地
約
束
条
件
」
「
士
族
少
年
現
業
生
徒
取
立
規
則
」

等
、
な
作
っ
て
そ
の
方
針
を
示
し
た
。

貸
与
地
は
借
地
人
に
対
し
荒
起
し
の
状
態
で
貸
与
さ
れ
、
借
地
人
は
こ
れ
を
熟
畑
化
す
る
の
で
あ
っ
た
。
熟
地
を
渡
す
時
は
そ
の
入
費

だ
け
借
地
人
の
負
担
と
し
た
。
家
族
を
挙
げ
て
北
海
道
に
送
籍
移
住
す
る
農
業
経
験
者
を
特
に
優
遇
し
た
が
、
借
地
人
は
十
人
一
組
と
し
、

な
わ
れ

一
一
組
当
り
三
十
町
歩
即
ち
一
戸
当
一
二
町
歩
を
配
当
し
た
。
期
間
は
会
社
営
業
期
間
で
あ
る
が
、
若
し
会
社
が
管
理
機
関
と
し
て

- 13ー

そ
の
中
か
ら
組
頭
・
差
添
役
を
選
び
、
会
社
に
対
す
る
義
務
を
連
帯
で
負
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
会
社
の
貸
地
は
こ
の
組
に
対
し
て
行

永
続
す
る
時
は
更
に
期
聞
を
延
長
す
る
。
即
ち
「
約
束
ヲ
破
リ
、
規
則
ヲ
犯
V
、
或
ハ
怠
惰
ニ

vv
テ
地
所
荒
蕪
ナ
ラ
vv
ム
ル
」
等
借
地
入

の
不
都
合
の
な
い
限
り
永
続
を
原
則
と
し
た
の
で
あ
る
。
借
地
料
は
収
穫
の
十
分
の
ニ
。
当
時
地
租
は
免
除
さ
れ
て
い
た
が
、
地
租
が
か

か
る
様
に
な
れ
ば
そ
の
半
分
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
。

家
畜
・
農
具
・
機
械
・
炊
具
・
寝
具
・
肥
料
等
は
全
部
借
地
人
の
自
弁
と
す
る
が
、

持

た
な
い
も
の
に
対
し
て
は
会
社
が
一
時
貸
付
け
、
収
穫
か
ら
差
引
く
こ
と
に
し
た
。
其
の
他
米
噌
等
も
貸
与
す
る
が
、
貸
金
は
耕
作
上
直

接
必
要
な
も
の
に
限
っ
た
。
家
畜
を
貸
与
す
る
場
合
は
飼
料
・
畜
令
は
自
弁
と
し
て
一
箇
年
原
価
の
五
分
の
二
の
借
料
を
支
払
い
、
器
械

類
の
貸
与
は
一
日
原
価
の
二
百
分
の
一
、
夜
具
・
炊
具
は
一
日
一
一
一
百
六
十
分
の
一
、
家
屋
は
同
じ
く
千
四
百
四
十
分
の
一
の
借
料
と
決
め
、

飯
米
・
肥
料
代
等
は
一
日
一
円
に
付
凶
毛
余
の
利
子
を
と
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
貸
与
は
す
べ
て
組
連
帯
と
し
、
損
傷
は
組
合
が
弁
償

せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
凶
災
に
あ
っ
た
場
合
も
貸
与
が
行
な
わ
れ
た
。
貸
付
品
は
米
噌
・
肥
料
を
除
き
、
若
し
希
望
な
ら
一
筒
伍

経
済
学
研
究



北
海
道
関
進
社
綴
宋

高
倉

自
由
に
売
捌
く
こ
と
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

一
割
五
分
の
利
子
を
か
け
三
箇
年
乃
至
五
年
賦
で
売
波
の
途
も
講
じ
た
。
借
地
料
・
賃
借
料
・
返
済
金
等
を
確
保
す
る
た
め
に
収
穫
品
は

一
定
期
閉
会
費
は
会
社
持
、

な
お
耕
作
に
つ
い
て
は

一
箇
月
に
一
円
の
手
当
を
支
給
し
て

本
社
で
訓
練
す
る
制
度
を
と
り
、
畜
力
に
よ
る
洋
式
経
営
を
奨
励
し
た
。
こ
れ
で
見
る
と
、
借
地
人
は
組
に
よ
っ
て
述
帯
責
任
を
負
わ
さ

れ
、
素
手
で
民
業
に
従
事
す
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
会
社
か
ら
物
品
を
借
り
る
と
そ
の
借
料
は
高
く
、

そ
の
た
め
に
収
穫
物
さ
え
自
由
に

処
分
し
得
、
ず
、
会
社
都
合
に
よ
っ
て
何
時
で
も
止
め
さ
せ
ら
る
一
方
、
借
財
を
完
納
し
な
け
れ
ば
止
め
る
こ
と
も
譲
り
渡
す
こ
と
も
で
き

な
い
普
通
の
開
墾
小
作
人
で
あ
っ
た
。
新
惣
組
は
、
料
相
・
牛
・
機
械
・
家
屋
等
を
開
進
社
か
ら
借
り
、
組
頭
四
名
、
向
山
中
夫
数
十
名
を
も
っ
て

千
葉
県
民
商
務
省
牧
羊
場
を
卒
業
し
た
玉
井
駿
古
が
主
と
し
て

こ
れ
に
当
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
病
を
以
て
急
死
し
た
。
然
し
、
組
頭
役
が
こ
れ
に
か
わ
っ
て
仕
事
を
遂
行
し
て
行
っ
た
。

一
町
歩
十
五
円
で
開
進
社
の
土
地
を
請
負
開
墾
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

も
成
年
者
は
旧
慣
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

こ
れ
を
賎
業
視
し
て
成
功
は
困
難
で
あ
る
。
因
っ
て
少
年
士
族
を
移
し
て
農
事
を
教
え
、

- 14ー

士
族
少
年
現
業
生
徒
は
、
轍
輔
が
、
当
時
士
肢
の
失
業
者
が
多
く
し
か
も
困
窮
し
て
い
る
の
を
見
て
こ
れ
を
帰
農
さ
せ
よ
う
と
思
っ
て

永
年
の
計
を
建
て
さ
せ
よ
う
と
、

十
四
年
七
月
企
て
た
も
の
で
あ
る
。
資
格
者
は
満
十
四
歳
以
上
二
十
歳
以
下
の
士
族
の
子
弟
で
、
壮
健

で
確
実
な
保
証
人
の
あ
る
者
。

一
等
か
ら
九
等
に
分
け
、
食
費
並
び
に
一
箇
月
五
十
銭
を
支
給
さ
れ
る
九
等
生
徒
か
ら
漸
次
上
っ
て
食
費

及
び
一
箇
月
五
円
安
」
給
せ
ら
れ
る
一
等
生
徒
至
り
、
一
ニ
等
に
な
る
と
、
給
与
の
中
の
一
二
割
を
返
済
す
る
と
い
う
条
件
で
利
子
一
割
二
分
を

も
っ
て
会
社
の
株
一
株
会
}
買
う
金
を
借
り
て
白
耕
者
の
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
進
級
は
年
一
ニ
回
の
試
験
の
結
果
行
な
わ
れ
る
の
で

あ
る
。
生
徒
は
、
現
業
科
と
し
て
炭
具
の
扱
い
方
、
家
畜
飼
育
法
、
耕
種
法
、
藁
工
品
・
麻
・
藍
・
澱
粉
製
法
等
を
習
う
外
、
工
事
科
と

し
て
大
工
・
鍛
治
・
屋
根
音
・
柏
・
木
挽
・
桶
工
等
を
学
び
、
学
科
と
し
て
習
字
・
算
術
・
測
量
・
製
表
・
化
学
・
理
学
・
機
械
学
・
獣

医
学
の
大
意
、

そ
の
た
め
に
第
一
会
所
内

の
陸
軍
射
的
場
拝
借
地
十
万
坪
余
を
実
習
場
に
あ
て
、
耕
牛
十
頭
、
耕
馬
五
一
頭
、
授
百
六
・
書
籍
・
家
屋
等
を
用
意
し
た
。
こ
う
し
て
十
四

歴
史
・
経
済
・
修
身
等
を
教
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
募
集
人
員
は
差
当
り
二
百
人
と
し
、



月
ま
で
に
は
吏

し、

セ
町
歩
、
第
二

に
六
月
か
ら

ザ
会
所

協
会
所

町
分
J
C

い
て

に
於
い
て
豹
一
一
一
十
入
時
歩
、

に
第
五

索
開
に

会
一
約
出
張
一
演
で

宅〉

っ
て
い
た
。
従
っ
て
こ
の
年
の

の
関
懇
地
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

百
限
十
玄

殊

と
し
て

に
際
し
随
行
さ
れ
た
有
栖
山
宮
崎
仁
綴
王
が

入
れ
た
の
で
、

凶
十
四
人
、

地
人
九
戸
三
十
六
名
が
入
地
し

な

よ
り
ふ
i

鴎
年
末
の

。1)(10) (き)(8) (η(6) (5) (4) (3) (2) (1) 
務
橋
轍
綴
滋
稿
、
間
隙
滋
叫
札
綴
来
。

内
和
協
側
蜘
組
織
滋
柑
側
、
北
海
遊
関
滋
会
社
泰
媛
大
級
。

判
抑
制
務
国
民
治
綴
終
に
よ
ち
補
正
。

側
関
縮
俊
一
事
業
訓
概
念
、
第
一
…
糊
樹
、

七
八
一
災
。

制
問
遂
栓
新
開
撚
線
相
手
ノ
験
序

「
耐
問
滋
仏
札
縄
民
地
約
淡
条
件
、

問
問
進
役
料
税
制
撤
仙
沼
置
す
ノ
繍
汐
及
び
関
滋
絞
穎
求
。

「
全
校
、
少
年
線
終
生
徒
取
立
ノ
規
則
務
総
」
。

北
潟
滋
網
開
講
胤
A

絞
殺
挙
歴
大
嫌
。

経
済
学
研
究

会
所
に
於
い
て

会
所
出
張
所
合

十
一
一
一
町
歩
と
な
り
、

の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
十

に
な
り
、
金
百
円
安
鶏
う
て
そ
の

問
十
四
人
、

百
組
十
ノ、

人
さと
姿支
え
駒て

い
るG会
。、"'B1
な四
お

第
五

せ
ば

な
る
。

第

入
お
パ
明

に
は
ふ
i
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事

業

の

躍

鉄

こ
う
し
て
、
未
曽
有
の
大
計
画
を
も
っ
て
幾
多
の
新
発
案
を
試
み
つ
つ
進
ん
だ
開
進
社
の
事
業
も
、
明
治
十
四
年
を
事
業
の
最
盛
期
と

し
て
嵯
扶
し
、

十
五
年
に
は
全
く
解
散
す
る
の
止
む
な
き
に
至
っ
た
。

そ
の
原
因
は
、
後
に
も
述
べ
る
通
り
一
に
し
て
止
ら
な
い
が
、

そ
の
主
原
因
は
資
金
の
欠
乏
で
あ
っ
た
。

開
進
社
は
資
金
と
し
て
二
百
万
円
の
株
式
を
募
集
す
る
こ
と
は
「
設
立
申
合
条
件
」
に
明
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
突
は
こ
れ
を

岩
倉
具
視
を
通
じ
て
第
十
五
銀
行
か
ら
融
通
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

だ
宮
崎
と
相
談
の
上
発
足
し
た
も
の
で
あ
る
。

即
ち
開
進
社
は
も
と
も
と
岩
倉
具
視
の
発
案
に
出
て
、
岩
橋
轍
輸
は
そ
の
意
を
体
し
、
岩
倉
が
紹
介
し
た
、
同
じ
く
宕
倉
の
意
を
ふ
く
ん

そ
し
て
轍
輔
の
手
記
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
三
年
開
拓
使
よ
り
十
万
町
歩
無
償
付
与
の
指
令

-17-

を
受
け
て
事
業
に
着
手
す
る
段
階
に
至
っ
て
、
二
月
十
一
日
岩
倉
に
資
金
の
相
談
を
し
た
。
岩
倉
は
華
族
の
族
長
会
議
に
は
か
っ
た
結
果
、

一
二
月
九
日
轍
輔
を
呼
ん
宅
、
資
本
金
二
百
万
円
は
華
族
一
同
で
支
出
す
る
こ
と
を
言
明
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

そ
れ
が
実
行
さ
れ
ず
、
遂
に

十
一
月
下
匂
に
到
り
、

二
百
万
円
は
調
達
し
兼
ね
る
か
ら
差
し
づ
め
五
十
万
円
を
下
附
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
も
そ
れ
す

ら
遂
に
実
現
を
見
な
か
っ
た
の
で
ら
る
。
岩
倉
等
は
「
資
本
金
ニ
百
万
円
保
存
ノ
方
法
ハ
開
拓
長
官
ト
協
議
」
し
て
決
め
る
つ
も
り
で
い
た

の
だ
が
、
開
拓
使
で
は
遂
に
見
込
が
立
た
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
明
治
二
十
九
年
官
崎
間
売
の
談
に
よ
れ
ば
、

「
時
に
第
十
五
銀
行
は
政
府
へ
千
五
百
万
円
の
貸
金
あ
り
、
其
内
二
百
万
円
を
銀
行
に
戻
し
、

其
金
利
一
一
割
と
し
て
一
箇
年
二
十
万
円
と

な
る
。
内
五
分
を
配
当
し
、

五
分
を
開
拓
に
支
出
し
、

一
箇
年
十
万
円
、

十
五
年
百
五
十
万
円
を
以
て
其
開
墾
の
目
的
を
達
せ
ん
と
せ

り
。
然
る
に
開
拓
使
に
て
は
、
暗
に
其
金
を
利
用
せ
ん
と
せ
し
ゃ
、

又
一
会
社
に
取
扱
は
し
む
る
を
不
安
心
に
思
ふ
て
に
や
、
其
金
を
預

ら
ん
と
言
出
し
、
彼
是
す
る
内
に
華
族
は
梢
々
不
安
の
心
を
抱
与
口
、
統
て
時
の
大
蔵
卿
(
大
隈
重
信
i
引
用
者
註
)
辞
職
し
て
佐
野
氏

経
済
学
研
究



北
海
道
路
送
社
綴
米

高
倉

ハ
佐
野
常
民
i
引
務
省
〉
之
れ
に
弐
り

り
て

の
支
出
を
拒
ん

ハ2JV

の
だ
と
い
う
。
こ
れ

に
と
づ
て

だ
っ
た
。

働

w
e
h

朱
れ
告
μ

々

に

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

と
な
っ
た
と
聞
い
た
轍
輸
は
大
い

十
凶
年
間
同
月

を
改
正
し

五

万
円

ら
許
可
を
得
た
も
の
と
し

十
万
円
念
公
募
す
る
こ
と
に
し
、

て

日
裂
の
利
子

今一得、

の

こ
と
と
し
、
ま

し
て

し
て
会
社
の

め
よ
う
と
し
た
。

そ
し

十
万
円
の

て
て

ム
マ
持
っ
て

て
断
わ
ら
れ
る
と

い
叫
ん
。
明
治
ふ
i

閥
年
七
月

入
月

な
る
ピ
ラ
を
配
っ
た
り
し
た
。

明
治
十
五
年
七

… 18 

吋
叶
ノ
案
ス
ル

さ
フ
ル
ル
場
合

将
侯
い
と
ら
っ
て
、

こ
M

う
し
た

の
関
心
を
諌
め
、
格
段
の

の
一
つ
で

あ
や
た
こ
と

れ
る
。

に
な
る
と
ん
弘
く
た
の
み
の

が
切
れ
て
し
ま
っ

然
し
株
式
む
公
募
も
思
わ
し
か
ら
ず

に
弘
万
人

に
通
年
な
い
の
に

に
十
六
万
を
と
え
、
吏
に

が
つ
い
て

こ
と
に
な
っ
た
ω

?主
ツ刷、白

才1，

い
て

明
治
十
五

i乙

り

選
社
株
券
を
担
保
に
、

て
し
ま
っ
た
。

ょ
う
と
し
た
。

と
と
ろ

は
株
券
な
挙
げ
て

の

万
円
の
償
却
に
あ
て

立〉

の
出
藍
に
な
る

で、

vぐ
の

に
当
っ
て
、
轍
輔

の



で
こ
れ
を
助
け
た
の
で
、
銀
行
で
は
常
に
轍
輸
を
援
助
し
、
岩
橋
も
ま
た
こ
れ
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
を
欲
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
自
ら
の
設
立
し
た
第
四
十
四
銀
行
か
ら
は
既
に
十
四
年
一
月
手
が
切
れ
て
い
た
。
第
四
十
四
銀
行
に
は
十
六
万
円
程
の
負
債
が
残
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
第
四
十
四
銀
行
は
事
業
振
わ
ず
第
三
銀
行
に
合
併
に
な
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
負
債
が
片
付
か
な

け
れ
ば
合
併
が
で
き
な
い
窮
地
に
立
っ
た
。
轍
輔
は
、
明
治
十
二
年
久
留
米
開
墾
社
を
組
織
し
て
福
島
県
安
積
に
開
墾
を
試
み
成
功
し
た

森
尾
茂
助
を
代
理
人
に
し
て
収
拾
を
図
っ
た
が
、
遂
に
、
轍
輔
と
共
に
開
進
社
を
組
織
し
て
十
四
年
北
海
道
知
内
村
に
知
内
牧
畜
会
社
を

設
立
経
営
し
て
い
た
福
井
の
素
封
家
山
田
慎
の
斡
旋
に
よ
り
、

一
、
第
十
三
銀
行
鴻
池
善
次
郎
及
び
第
三
銀
行
か
ら
開
進
社
が
惜
別
し
て
い
た
金
に
対
し
て
は
、
開
進
社
の
資
産
を
挙
げ
て
こ
れ
を
抵
当

に
す
る
こ
と
。

二
、
第
四
十
四
銀
行
の
負
債
に
つ
い
て
は
岩
橋
が
そ
の
解
決
に
当
り
、
開
進
社
に
は
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と
。

三
、
株
券
は
全
部
岩
橋
の
責
任
で
、
明
治
十
四
年
中
は
年
五
分
、
十
五
年
一
月
よ
り
六
月
三
十
日
迄
は
年
一
割
の
利
子
を
附
し
て
株
主
に

- 19ー

返
済
す
る
こ
と
。

に
決
り
、
明
治
十
五
年
七
月
三
十
日
、
轍
附
仰
は
開
進
社
々
長
の
地
位
に
退
い
た
。

そ
し
て
翌
年
七
月
病
を
以
て
急
逝
し
た
。

十
一
月
下
湯
川
村
・
草
川
・
乙
部
村
・
(
第
一
・
第
二
会
所
)
は
東
京
の
人
で
第
十
三
銀
行
の
関
係
者
松
村
両
平
に
譲
渡
さ
れ
、

第

銀
行
及
び
第
十
三
銀
行
の
負
債
は
解
決
し
、
開
進
社
の
幹
事
連
は
な
お
残
株
七
十
三
株
、
株
主
四
十
六
名
(
株
金
一
日
間
四
千
九
百
二
十
円
〉

を
も
っ
て
、
宮
崎
筒
一
売
を
社
長
と
し
て
第
コ
了
第
四
・
第
五
会
所
の
開
墾
経
営
に
務
め
た
が
、
其
の
後
十
六
年
十
月
長
万
部
の
土
地
も
山

回
慎
に
譲
渡
し
、

其
の
他
の
地
も
支
え
る
こ
と
が
出
来
ず
、
明
治
十
七
年
四
月
十
六
日
解
散
の
止
む
な
き
に
至
っ
た
。

(2) (1) 

北
海
道
関
進
会
社
創
立
起
源
ヲ
絞
ス
。

明
治
二
十
八
年
、
河
野
常
吉
開
設
。

経
済
学
研
究



北
海
道
関
進
社
顛
末

高
倉

明
治
十
五
年
七
月
、
轍
輔
が
鴻
池
善
次
郎
の
側
近
に
宛
て
た
手
紙
〈
「
北
海
道
関
進
社
自
任
顛
末
」
所
載
〉
に
は
次
の
文
言
が
あ
り
、
轍
輔
と
鴻
池
と

の
関
係
ぞ
示
し
て
い
る
。

小
住
区
々
ノ
身
ヲ
以
先
年
来
非
常
ノ
御
恩
過
ヲ
奉
紫
、
の
テ
ハ
御
家
御
為
筋
ノ
儀
何
分
ノ
尽
力
仕
皮
精
神
ニ
テ
設
ニ
蓬
来
社
失
敗
ノ
為
御
損
夫
相
成
高
恐

縮
ノ
至
-
一
一
被
、
寄
何
卒
右
弁
償
ノ
事
共
被
相
成
万
法
廷
言
致
度
寄
込
、
去
ル
明
治
九
年
ノ
頃
ヨ
リ
国
立
銀
行
御
創
設
ノ
儀
及
御
勧
奨
候
処
、
幸
ニ
御
採
用
之
有

リ
、
第
十
一
一
一
国
立
銀
行
御
創
設
ノ
儀
御
開
業
相
成
候
。
然
ル
ニ
善
右
工
門
様
御
所
労
中
ニ
付
不
肖
小
生
へ
御
代
理
委
任
状
御
付
与
有
之
、
月
々
年
々
御
鄭
重
ノ

御
手
当
被
下
置
、
誠
心
冥
加
歪
極
難
有
仕
合
奉
存
候
。
傭
ニ
何
ノ
微
動
モ
無
之
優
俸
拝
裁
髄
在
候
儀
心
中
不
柏
安
、
何
卒
一
分
ノ
カ
相
尽
シ
世
上
ノ
公
益
相
関

候
ハ
パ
、
随
ツ
テ
小
生
ノ
権
利
モ
柏
加
ェ
、
階
一
一
幾
分
ノ
御
便
利
相
成
申
皮
赤
心
ニ
テ
、
第
四
十
四
国
立
銀
行
及
北
海
道
関
進
会
社
創
設
仕
;
:
:
」
ハ
下
略
)

凶
北
海
道
関
進
社
自
任
頗
末
。

(3) 

事

業

の

成

績
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今
、
明
治
十
五
年
の
開
進
社
の
事
業
結
果
を
会
所
別
に
見
る
と
第
三
表
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
会
社
は
約
四
百
町
歩
の
土
地
を
開

墾
し

二
百
五
十
五
戸
千
一
二
十
八
人
の
農
家
を
入
地
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。

然
し
、
事
業
に
若
手
し
て
か
ら
僅
か
に
三
年
で
あ
る
。
耕
地
は
未
だ
開
墾
し
た
と
は
い
え
熟
畑
化
し
て
は
居
ら
ず
、
農
家
も
た
だ
入
地

し
た
と
い
う
に
止
ま
り
、
極
め
て
不
安
定
な
、
も
の
で
あ
っ
た
。
而
し
て
其
の
後
の
管
理
も
よ
ろ
し
く
な
か
っ
た
の
で
、
開
墾
地
は
む
し
ろ

減
少
し
、

農
家
も
退
去
す
る
者
が
す
く
な
く
な
か
っ
た
。

三
町
、
悉
く
既
墾
地
と
し
て
地
券
が
交
付
さ
れ
た
に
拘
ら
ず
、

会
社
が
最
も
力
を
入
れ
、
事
業
の
模
範
場
と
し
、
最
も
早
く
成
功
し
た
第
一
会
所
管
下
の
下
湯
川
村
字
寺
野
・
蕨
野
で
も
、
総
地
積
百

十
六
年
度
作
付
面
積
は
八
十
一
二
町
二
段
二
畝
に
す
ぎ
ず
、
農
民
は
十
五
年

七
月
入
地
し
た
ば
か
り
で
、

九
月
ま
で
は
開
進
会
社
に
於
て
飯
米
安
}
貸
与
え
て
い
た
が
、

十
月
か
ら
は
自
家
の
収
穫
で
自
活
す
る
こ
と

に
な
っ
た
た
め
、
家
は
其
の
後
建
て
増
さ
れ
て
ど
う
に
か
与
え
ら
れ
た
が
、
約
束
が
違
う
と
い
っ
て
退
去
し
た
者
二
戸
、
幹
部
が
退
去
せ



数家屋 耕
(人戸)馬

B {Z1211i  r引9imbl
m{Z13i72(位)

表3 第

耕
主主

人戸数
(戸)

43 

4 

内既童基地

103.25.18 

13.17.18 

面積
(町)

103.25.18 

300.00.00 

第一会所

同出張所

第二会所
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済
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i
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ザ
ト
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噌
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噌
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41 (14) 

54 63.16.15 

75.23.21 

99.71.01 

44.50.0。
(13.33.10) 

399.04.13 

347.00.27 

335.47.01 

150.00.00 

567.00.00 

第三会所

第四会所

第五会所

i
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準考 (1)mー・第ご会所の分は明治16年品川農商務大輔が北海道巡回の節，命1<::
より函館県が作成した松村岡平墾地の形況中15年民受の時の表による。

(2)第三・第四・第五会所の分は北海道関送会社雑表による (15'年現在)。但
し第五会所については明治15年6月調査の石狩国札幌郡下手稲村字経川

開進社第五会所一覧表があり，数少しく異る。今()内l乙之を示す。

し
め
た
者
二
戸
が
あ
り
、
草
川
の
出
張
所
は
州
制
作
を
放
棄
し
て
そ
こ

に
あ
っ
た
一
ニ
戸
を
会
所
元
に
移
し
て
も
、

な
お
一
戸
の
減
少
を
見
、

経
校
口
は
次
の
如
く
、

十
六
年
は
回
干
害
で
思
わ
し
か
ら
ず
、
十
七
年
は

冷
害
に
た
た
か
れ
、
地
主
は
生
活
費
の
融
通
を
し
た
に
か
か
わ
ら
ず
、

「
農
事
の
余
暇
に
は
漁
家
の
雇
夫
と
な
り
、
或
は
薪
炭
其
の
他
の
物

質
を
運
搬
し
以
て
生
活
の
助
け
と
な
対
」
困
窮
を
つ
づ
け
、
十
八
年

に
は
耕
地
二
十
町
歩
戸
数
十
七
一
戸
に
減
じ
て
し
ま
っ
足
。

今
明
治
十
六
年
の
実
況
を
挙
げ
る
と
次
の
如
く
で
あ
お
ザ

一
一
一
四
戸
一
九
五
人
ハ
男
一

O
九
人
・
女
八
六
人
)

三
九
棟
(
会
所
板
蔵
各
一
一
棟
、
借
地
人
小
屋
一
一
七
棟
)

一

六

頭

牝

一

牡

一

五

一
舟
墾
プ
ラ
オ
七
挺
(
一
一
挺
増
)
撒
播
機
二

木
製
ハ
ロ

1

七

組

丸

砥

石

一

陛

立

プ

ラ

オ

一

挺

サ

イ

ズ

(

大

銀

)

二

コ
ル
タ
l
ハ
ロ

l

一
挺
小
副
総
兵
二
八

二
一
以
引
縫
四
台
ソ
ル
キ
l
プ
ラ
オ
一
挺
(
増
加
)

馬

車

コ

一

台

麻

馬

兵

二

ハ

組

転

員

一

名

一
箇
年
経
費
一
一
一
六
O
円
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f災耕家戸

兵馬屋数

其
の
他
入
用
毎
に
東
京
よ
り
送
金



北
海
道
関
進
社
編
末

高
~、

局

作
付
反
別
及
び
収
量
、
反
山
口
収
量

豆

一

五

・

八

五

町

豆

一

四

・

五

O

一
0
・
九
八

五
・
七
五

一一・七五

二
・
九
八

五
・
九
八

五
・
八
五

一
・
二
七
九一一一

一一一・一一一

五・四一一一

七
・
九
五

八一一一・二一

収

量

七
九
・
二
五
石

四一ニ・五
O
石

二
二
一
・
七
回
石

四
七
・
三
六
石

コ二一・四
O
石

二
O
八
・
六
O
O寅

四
了
八
七
石

一一

O
俵

二
七
九
・
四
O
O
貫
(
青
葉
)

八
・
一
二
七
石

三
七
四
四
O
筒

八
一
四
五
O
本

鈴

喜子パ

反
当
収
量

0
・五
O
石

0
・三
O
石

了
一
一
一
石

0
・
八
二
石

一
・
一
八
石

七・
0
0
0貫

七・
0
0
石

了
九
俊

二
二
・
0
0
0貫

0
・九
O
石

一一一

O
O筒

一五
O
本

言十甜大甘小墜馬ソ麻西粟稗小大

洋

= 占ζ菜根藍苦言
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下
湯
川
村
よ
り
も
お
そ
く
開
け
た
乙
部
村
は
、
備
後
国
福
山
、
安
芸
国
広
島
、

加
賀
国
金
沢
市
寺
か
ら
移
民
五
十
数
戸
を
入
地
せ
し
め
た

十
八
年
末
に
は
二
十
五
戸
に
減
少
し
耕
地
も
六
十
七
町
七
反
六
畝
余
か
ら
四
十
町

が
、
明
治
十
六
年
末
に
は
一
ニ
十
七
戸
百
六
十
三
人
、

歩
に
減
じ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
理
由
は
、

「
素
ヨ
チ
士
族
輩
ナ
レ
バ
、
勤
勉
炭
ヲ
操
ル
モ
ノ
ナ
ク

十
八
年
の
函
館
県
調
査
に
よ
れ
ば
、

濫
情
ニ
日
ヲ
消
過
v
v
、
所
謂
其
日
暮
u
v
ノ
生
計
ニ
v
v
テ
、
敢
テ
明
日
ノ
衣
食
ヲ
懸
念
ス
ル
モ
ノ
ナ

V
。
爾
来
他
ニ
離
散

ν、
現
今
二
十
八

戸
、
人
口
百
六
十
四
入
、
内
男
百
人
、
女
六
十
四
人
。
其
生
計
ノ
如
キ
ハ
甚
ダ
貧
困
ニ
ジ
テ
、
耕
作
物
ヲ
以
テ
僅
カ
ニ
冬
春
ノ
間
ノ
食
餌

よ

L

j

ヲ
支
フ
ル
ニ
過
ギ
ズ
。
目
下
鯨
魚
ノ
白
子
ヲ
乾
ス
ル
古
賀
ヲ
編
成
v
v
、
之
ヲ
売
出

ν
、
半
ジ
テ
其
日
ノ
米
塩
ヲ
購
入

ν、
凍
飢
ヲ
免
レ
得



ル
ノ
実
況
ナ
リ
。
畢
意
惰
怠
ニ
ジ
テ
股
業
ヲ
勉
メ
ナ
ル
ヨ
リ
、
自
ラ
貧
困
ノ
境
一
一
悲
歎
ス
ル
ノ
ミ
。
」
と
し
、
対
策
と
し
て
は
、
「
非
常
ノ

決
断
ヲ
以
テ
勤
惰
ヲ
査
V
、
惰
夫
ヲ
追
放

ν
勤
者
ヲ
勤
誘

ν
テ
、
業
ヲ
励
マ

vv
ム
ル
」
か

「
吏
ニ
能
登
、
越
中
其
他
山
間
僻
境
ノ
浮

朴
ノ
民
ヲ
移
ス
」
か
、
何
れ
か
に
あ
り
と
し
て
い
る
。
当
時
既
墾
地
三
十
四
町
八
反
四
畝
七
歩
は
既
に
地
券
を
下
附
さ
れ
て
い
た
が
、
移

民
等
は
こ
れ
を
祇
当
に
松
村
両
手
か
ら
六
百
五
十
円
の
融
通
を
受
け
、
更
に
松
村
か
ら
股
場
を
譲
受
け
た
兵
庫
県
川
辺
郡
大
和
田
村
の
人

生
沢
源
十
郎
か
ら
家
屋
を
抵
当
と
し
て
金
を
借
り
、
開
進
会
社
か
ら
波
さ
れ
た
践
具
も
大
部
分
破
損
若
し
く
は
売
却
し
て
、

二
一
周
曳
再
墾

プ
ラ
ワ
・
馬
具
・
ハ
ロ

l
五
組
が
役
に
立
つ
ば
か
り
、
鎌
や
鍬
も
役
に
立
た
な
い
有
様
、
建
物
も
、
民
家
の
も
の
は
堀
立
の
草
屋
に
す
ぎ

な
か
っ
た
が
、
何
れ
も
破
損
し
、
馬
を
持
つ
者
は
四
戸
、
五
頭
に
過
ま
な
か
っ
た
。
結
局
良
家
と
し
て
の
基
礎
を
持
っ
た
も
の
は
四
戸
に

過
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

畏
万
部
は
も
っ
と
ひ
ど
か
っ
た
。
開
進
社
は
四
十
二
一
戸
の
農
家
は
入
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
十
六
年
に
は
こ
十
三
戸
九
十
八
人

Ar4
，v
 

(
田
刀
五
十
七
人
、
女
四
十
一
人
)
、
播
種
面
積
も
十
七
町
三
段
四
畝
歩
に
す
ぎ
な
く
な
り
、
十
八
年
に
は
耕
地
面
積
は
五
十
七
町
歩
を
数
え

ハ
5
)

民
家
は
十
四
戸
に
過

F
な
く
な
っ
て
い
る
。
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て
い
る
が
、

第
四
会
所
と
呼
ば
れ
た
発
足
村
の
状
況
は
詳
し
い
報
告
が
残
さ
れ
て
い
な
い
。

た
だ
既
に
挙
げ
た
「
開
拓
使
事
業
報
告
」
に
よ
れ
ば
、

十
四
年
末
に
良
夫
四
十
ニ
一
戸
田
十
八
町
余
の
開
墾
地
が
あ
り

「
明
年
五
月
ヲ
期
V
広
島
及
高
知
二
県
ヨ
リ
移
住
ヲ
約
ス
ル
者
二
百
余
名

ア
リ
ト
云
」
と
報
ぜ
ら
れ
、
村
尾
元
長
一
者
「
増
訂
北
海
道
要
覧
」
に
は
、
十
六
年
五
月
の
実
況
と
し
て
既
に
墾
地
九
十
九
町
七
反
、
移
住
民

家
七
十
八
戸
三
百
八
十
一
人
、
牛
十
二
、
馬
十
四
と
あ
る
の
を
見
れ
ば
、

そ
れ
が
実
現
さ
れ
た
こ
と
を
祭
す
る
だ
け
で
あ
る
。
第
五
会
所

は
更
に
少
な
く
、
既
怒
一
地
は
十
一
ニ
町
余
、
俊
一
添
は
十
戸
四
十
七
人
に
減
じ
て
い
る
。
共
に
そ
の
設
立
は
新
し
く
、
会
社
が
行
詰
っ
た
時
は

事
業
に
若
手
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
且
つ
本
社
と
は
離
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
打
撃
は
大
き
か
っ
た
。
明
治
十
五
年
夏
早
く
も
資
金
難
を

円

。

)

主
任
か
ら
札
幌
県
宛
に
救
助
米
の
貸
与
を
願
出
る
有
様
、
会
社
が
第
三
会
所
ま
で
を
負
債
償
還
に
あ

来
し
、
移
民
は
糧
食
を
断
た
れ
て
、

経
済
学
研
究



北
海
道
関
進
社
殿
末

高
倉

て
て
手
放
し
た
後
も
、
残
っ
た
株
主
は
こ
の
両
者
に
望
を
か
け
て
、
或
は
政
府
に
援
助
を
願
出
で
、
或
は
貸
付
地
全
部
の
無
償
下
附
を
歎

願
し
た
が
一
、
札
幌
県
で
は
、
遂
に
、
「
迎
デ
モ
会
社
後
来
事
業
ヲ
盛
大
ニ
挙
行
ス
ル
能
ハ
ナ
ル
ハ
明
瞭
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
仮
渡

νタ
ル
地

所
ヲ
等
閑
ニ
致
置
候
等
ノ
事
ハ
実
ニ
不
都
合
」
故
、
開
墾
し
た
部
分
に
対
し
て
は
地
券
を
下
問
す
る
こ
と
に
し
、
他
の
部
分
に
対
し
て
は
貸

与
を
取
消
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
手
稲
村
は
殆
ん
ど
形
跡
が
残
ら
な
か
っ
た
が
、
岩
内
の
方
は
其
の
後
明
治
二
十
五
年
「
北
海
之
殖
産
」

通
信
に
は
「
旧
開
進
社
第
四
会
所
を
本
社
字
ワ
ラ
ビ
タ
イ
に
設
け
、
高
知
・
広
島
両
県
の
民
国
十
余
戸
を
移
し
、
本
社
の
保
護
に
依
り
て

忽
ち
数
百
町
歩
を
開
墾
せ
り
。
爾
後
諸
国
の
移
民
相
腫
て
来
任
し
、
今
や
欝
蒼
た
る
密
林
は
変
し
て
回
固
と
な
り
:
:
:
戸
数
百
八
十
有
余

欝
と
し
て
村
落
を
成
し
:
:
:
将
来
多
望
の
地
と
な
れ
り
と
。
」
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

。0)(9) (8) (7) (6) (5) (4) (3) (2.) (1) 
明
治
十
五
年
開
進
会
社
ヨ
リ
民
受
タ
ル
地
所
及
ピ
現
在
品
調
、
牧
野
太
政
官
書
記
官
江
差
出
番
類
原
稿
(
明
治
十
七
年
)
に
よ
る
。

河
野
常
吉
調
書
に
よ
る
。

ωに
同
じ
。

牧
野
太
政
官
設
記
官
に
差
出
書
類
原
稿
(
明
治
十
七
年
)
に
よ
る
。

河
野
常
士
口
調
書
に
よ
る
。

明
治
十
五
年
九
月
二
十
六
日
岩
内
古
宇
郡
長
よ
り
札
幌
県
令
宛
、
「
関
進
会
社
之
儀
ニ
付
上
書
」
。

明
治
十
五
年
八
月
二
十
二
日
林
、
長
尾
、
宮
崎
三
人
農
商
務
郷
宛
、
「
北
海
道
開
墾
資
金
拝
借
之
儀
ニ
付
歎
願
」
。

明
治
十
七
年
四
月
十
四
日
宮
崎
筒
亮
よ
り
札
幌
県
令
宛
、
「
地
所
之
儀
ニ
付
歎
願
」
。

札
幌
県
治
類
典
。

北
海
之
殖
産
、
三
六
号
、
二
五
頁
。
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結

び

以
上
入
手
で
き
る
だ
け
の
資
料
に
よ
っ
て
、
北
海
道
に
お
け
る
最
J

仰
の
大
規
模
開
拓
企
業
で
あ
る
開
進
社
の
顛
末
を
の
べ
た
。
そ
れ
は



当
時
の
我
国
の
重
大
問
題
で
あ
っ
た
、
付
国
立
銀
行
制
度
、

同
華
士
授
産
、

国
北
海
道
開
拓
の
三
つ
を
捕
え

そ
れ
を
結
合
し

当
時
の

権
力
を
利
用
し
て
企
て
ら
れ
た
事
業
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
株
式
組
織
を
と
っ
た
こ
と
に
於
て
、

そ
れ
よ
り
一
年
前
に
着
手
さ
れ
た
八
雲
の

徳
川
開
墾
と
異
な
り
、
其
の
後
に
つ
事
つ
い
た
、

同
じ
目
的
の
赤
心
社
、
後
志
興
州
民
社
、
上
ノ
国
村
共
同
社
、
札
幌
開
成
社
等
の
先
駆
を
な

す
も
の
で
あ
っ
た
。
新
し
く
造
成
さ
れ
た
資
本
が
自
己
を
保
存
し
増
殖
す
る
た
め
と
の
方
面
へ
流
入
し
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
然
し
、
何

れ
よ
り
は
る
か
に
大
規
模
で
あ
り
、
計
画
か
ら
い
え
ば
多
く
の
新
し
い
試
み
を
ふ
く
ん
で
い
た
。

そ
の
結
果
は
前
述
の
通
り
で
、
完
全
な

失
敗
だ
っ
た
い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。

そ
の
原
因
は
、

付
、
第
一
に
会
社
の
財
政
の
行
詰
り
で
あ
る
。
凡
そ
開
墾
に
当
つ
て
は
、
着
手
よ
り
す
く
な
く
と
も
数
箇
年
は
最
も
多
く
の
費
用
を
経
統

四
年
自
に
は
放
棄
吃
ざ
る
得

な
い
状
態
に
な
っ
た
。
岩
内
・
手
稲
の
如
き
は
二
箇
年
自
に
早
く
も
危
機
に
直
面
し
た
。
而
も
そ
の
後
を
引
継
い
た
者
も
全
く
の
誠
意
が
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的
に
投
下
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
開
進
社
は
若
手
後
三
年
自
に
平
く
も
財
政
的
行
詰
り
に
直
面
し
、

な
く
、
若
し
く
は
熱
意
が
あ
っ
て
も
力
が
足
り
な
か
っ
た
。

こ
れ
で
は
成
功
の
仕
様
が
な
い
。
財
政
的
行
詰
り
は
、
岩
橋
社
長
の
手
記
に

よ
れ
ば
岩
倉
具
視
の
食
言
に
あ
る
が
、
山
石
橋
が
余
り
に
政
府
当
局
に
依
頼
し
過
ぎ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
折
角
近
代
的
な
組
織
を
考
え

な
が
ら
こ
れ
を
実
現
し
よ
う
と
は
ぜ
ず
、
従
ら
に
岩
倉
の
好
意
に
た
よ
っ
て
時
を
失
っ
た
こ
と
は
、
結
果
か
ら
見
て
、

た
だ
事
業
の
た
め

に
政
府
資
金
を
引
出
す
一
つ
の
手
段
に
す
ぎ
な
か
っ
た
か
の
観
が
あ
る
。
当
時
と
し
て
は
株
式
に
よ
っ
て
必
要
な
資
金
を
築
め
る
こ
と
は

未
だ
悶
難
で
、
こ
う
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

同
、
然
し
、
こ
の
事
業
の
失
敗
を
財
政
の
故
の
み
に
帰
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
計
画
も
ま
た
甚
だ
粗
末
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
事
業
の
対
象

と
な
っ
た
土
地
は
何
れ
も
良
い
土
地
と
は
い
え
な
か
っ
た
J

下
湯
川
の
土
地
は
函
館
に
近
く
、
気
候
的
に
も
経
済
的
に
も
や
や
恵
ま
れ
て

地
味
も
左
程
惑
い
と
は
い
え
な
い
が
、

丘
陵
地
帯
で
水
に
乏
し
く
、
畑
作
し
か
出
来
。
す
、

し
か
も
四
千
警
の
お
そ
れ
が
あ
っ
た
。
乙
部
・
岩

経
済
学
研
究



北
海
道
関
進
社
顛
末

高
倉

内
は
気
候
が
比
較
的
よ
く
、
経
済
的
に
も
、
中
心
と
な
る
乙
部
村
・
岩
内
村
が
当
時
漁
場
と
し
て
相
当
に
栄
え
て
い
た
の
で
、
当
時
と
し
て

は
左
程
悪
い
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
が
、
地
味
は
全
体
と
し
て
良
好
と
は
い
い
得
な
い
所
で
あ
っ
た
。
殊
に
岩
内
村
は
砂
地
が
多
く
、
山

麓
が
肥
沃
で
あ
っ
た
が
、

十
四
年
十
月
「
社
費
ヲ
以
テ
直
チ
ニ
岩
内
ニ
通
ス
ル
一
塁
全
新
道
ヲ
開
キ
、
稲
運
輸
ノ
便
ヲ
得
タ
リ
。
新
道
亦

凡
一
九
町
余
ノ
湿
地
ア
リ
。
馬
車
通
リ
V

難
vv
。
漸
次
修
築
ヲ
期
勺
」
と
い
っ
た
有
様
だ
っ
た
。
長
万
部
村
の
紋
別
は
濃
霧
地
帯
に
属
し
、
今

日
で
も
農
業
不
振
地
で
あ
り
、
市
場
を
速
く
離
れ
て
使
判
な
地
と
は
い
え
ず
、
一
一
寸
稲
村
は
経
済
的
に
有
望
の
地
で
あ
っ
た
が
、
地
味
が
悪

く
湿
地
が
多
か
っ
た
。
当
時
、
未
だ
占
有
さ
れ
な
い
未
開
地
が
豊
富
に
存
在
し
た
の
に
、
何
故
こ
う
し
た
土
地
を
選
ん
だ
か
に
つ
い
て
は
、

地
味
よ
り
も
む
し
ろ
交
通
的
位
置
を
重
視
し
た
た
め
で
、
交
通
上
良
い
土
地
で
大
規
模
事
業
に
適
す
る
土
地
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
土
地

し
か
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
う
。
今
一
つ
は
機
械
開
墾
に
適
す
る
よ
う
無
立
木
地
を
選
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
会
社

が
無
償
付
与
を
願
い
、
開
拓
使
が
そ
の
た
め
に
比
較
的
劣
等
地
を
割
渡
し
た
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
多
く
の
開
墾
地
が
未
だ

当
局
の
許
可
を
受
け
な
い
以
前
に
着
手
さ
れ
後
に
許
可
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
見
れ
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
だ
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
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国
、
入
地
者
を
士
族
に
し
た
こ
と
も
失
敗
の
一
国
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
例
は
乙
部
村
で
見
た
が
、
幹
事
林
顕
三
も
、
後
に
、

「
応
募
ノ
移
住
者
ハ
士
族
十
中
八
ニ
居
ル
。
是
本
社
ノ
目
的
ト
ス
ル
処
士
族
ノ
授
産
ヲ
主
ト
セ

V

ニ
因
テ
ナ
リ
。
市
川
V

テ
後
本
社
失
敗
ノ

A
r
2
u
 

原
因
モ
亦
一
ニ
比
ニ
存
ス
」
と
の
べ
て
い
る
。

回
、
組
織
や
運
営
に
於
て
も
ま
た
多
く
の
欠
陥
が
あ
っ
た
。
資
金
の
見
通
し
の
失
敗
は
と
も
か
く
と
し
て
、
実
際
に
資
金
が
得
ら
れ
た
と

し
て
、
も
、

計
画
と
し
て
は
不
用
意
で
多
く
の
欠
点
が
あ
り
、

記
す
る
こ
と
詳
細
で
あ
り
目
新
ら
し
い
こ
と
が
多
い
だ
け
紙
上
計
画
の
色

が
濃
く
、
実
行
に
当
っ
て
様
々
な
予
選
を
生
じ
た
。
あ
れ
だ
け
の
大
事
業
を
、
広
い
範
囲
に
一
日
一
っ
て
小
量
づ
っ
分
散
し
て
実
施
し
た
こ
と

も
、
各
部
分
の
責
任
が
明
ら
か
で
な
い
だ
け
失
費
が
多
く
、
効
果
の
挙
ら
な
い
お
そ
れ
が
あ
っ
た
。
事
業
に
と
っ
て
打
撃
だ
っ
た
内
紛
も

こ
の
こ
と
に
関
連
が
あ
る
。
殊
に
開
墾
地
の
維
持
方
法
に
対
し
て
確
固
と
し
た
方
針
を
持
た
ず
む
し
ろ
軽
視
し
て
い
た
こ
と
な
ど
も
挙
げ



ら
れ
る
と
思
う
。

要
す
る
に
こ
の
事
業
は
、
明
治
維
新
後
造
出
さ
れ
た
資
本
が
、
米
だ
充
分
に
其
投
資
対
象
を
見
出
し
得
な
い
ま
ま
に
、

そ
の
生
み
出
さ

れ
た
故
郷
に
民
っ
て
安
定
化
と
自
己
増
殖
を
図
ろ
う
と
し
た
も
の
で
、
形
こ
そ
新
し
い
株
式
会
社
組
織
や
機
械
技
術
を
入
れ
て
は
い
る
が

そ
の
本
質
は
、
新
田
開
発
に
投
資
し
た
商
人
資
本
と
何
の
変
り
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
採
用
さ
れ
た
新
技
術
も
、
た
だ
開
墾
耕
転
に
畜

力
股
具
合
}
用
い
た
だ
け
で
、
そ
の
後
の
経
営
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。

な
お
開
進
社
に
関
係
し
た
人
の
中
林
顕
三
は
明
治
十
六
年
十
一
月
、
函
館
県
御
用
係
に
採
用
さ
れ
、
翌
年
十
二
月
久
遠
外
郡
長
に
任
ぜ

ら
れ
た
の
を
始
め
、
増
毛
外
五
郡
長
、
札
幌
外
八
郡
長
兼
札
幌
区
長
、
上
川
支
庁
長
、
根
室
支
庁
長
を
歴
任
し
、
北
海
道
の
地
方
開
発
の

た
め
に
尽
力
し
、
殊
に
久
遠
外
一
一
一
郡
長
時
代
に
は
、
此
の
地
方
の
漁
民
が
腕
漁
の
み
に
た
よ
り
そ
の
凶
漁
に
あ
う
や
食
糧
に
も
困
窮
す
る

の
を
見
て
、
馬
鈴
薯
耕
作
を
奨
励
し
、
「
一
者
郡
長
」
と
い
う
異
名
を
と
っ
た
。
宮
崎
簡
売
は
、
大
正
の
初
頃
、
北
見
国
下
湧
別
村
村
長
を
勤

め
て
い
た
が
、
大
正
一
一
一
年
、
岩
崎
男
爵
家
が
北
見
国
宗
谷
郡
猿
払
村
に
八
千
四
十
五
町
歩
(
内
股
耕
適
地
一
二
千
町
歩
)

の
土
地
を
譲
受
け
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拓
北
農
場
と
称
し
て
開
墾
経
営
に
着
手
す
る
や
、
践
場
管
理
人
に
選
ば
れ
、
湧
別
か
ら
緋
夫
・
馬
を
雇
い
、
東
京
よ
り
大
股
具
を
購
入
し

ハ4
)

て
自
ら
入
地
し
、
着
手
し
た
が
、
幾
許
も
な
く
病
を
得
て
没
し
た
。
ま
た
、
轍
輔
の
息
岩
橋
謹
次
郎
は
父
の
志
を
つ
ぎ
北
海
道
開
拓
を
研

究
し
、
明
治
二
十
四
年
、
北
海
道
開
拓
は
保
護
政
策
を
排
し
、
自
由
開
拓
、
随
意
移
住
に
任
す
べ
き
を
主
張
し
た

(
5〉

な
る
著
書
を
公
に
し
た
。
開
進
社
の
事
業
は
失
敗
し
た
が
、
そ
の
志
は
長
く
残
っ
た
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

「
北
海
道
開
拓
新
論
」

(5) (4) (3) (2) (1) 

大
政
省
、
開
拓
佼
事
業
報
告
、
第
二
一
縮
、
七
八
頁
。

林
顕
一
二
著
、
北
海
誌
料
、
三
頁
。

北
海
道
庁
編
、
北
海
道
名
字
数
に
よ
る
。

北
海
道
庁
、
殖
民
公
報
、
九
四
号
、
「
北
見
の
拓
北
幾
場
」
に
よ
る
。

新
撰
北
海
道
史
、
第
四
巻
、
二
六
五
|
九
頁
。

(
昭
一
一
二
・
一
・
一
八
)
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